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資 料 １ 





 

 

概要書 

 

東京都市計画地区計画の変更について 

 

 

１ 都市計画の種類及び名称 

   東京都市計画地区計画 桐ケ丘一・二丁目地区地区計画 

 

２ 位  置 

   北区桐ケ丘一丁目、桐ケ丘二丁目、赤羽北三丁目、赤羽台三丁目及び 

   赤羽台四丁目各地内 

 

３ 決定内容 

  【別紙】「計画書」、「総括図」、「計画図」のとおり 

 

４ 決定理由 

  【別紙】「都市計画の案の理由書」のとおり 

 

５ 意見要旨と見解 

  【別紙】「都市計画の案に対する意見書の要旨と見解」及び 

     「都市計画の原案に対する意見書の要旨と見解」のとおり 

       

６ これまでの経過と今後の予定 

令和４年 ５月２２日 都市計画原案の説明会に代わる動画配信 

 ８月２２日 東京都知事協議（意見がない旨の通知） 

 ９月２１日～ 

１０月 ５日 

都市計画の案の公告・縦覧 

 １０月１７日 北区都市計画審議会 

 １２月１９日 都市計画の決定告示 
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 東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
（
北
区
決
定
）
 

都
市
計
画
桐

ケ
丘
一

・
二
丁
目
地
区

地
区

計
画
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
注
〕
下
線
は
、
変
更
箇
所
及
び
追
加
箇
所
を
示
す
。
 

名
 
称
 

桐
ケ
丘

一
・
二

丁
目

地
区

地
区
計
画
 

位
 
置
 
※
 

北
区
桐
ケ
丘
一
丁
目
、
桐
ケ
丘
二
丁
目
、
赤
羽
北
三
丁
目
、
赤
羽
台
三
丁
目
及
び
赤
羽
台
四
丁
目
各
地
内
 

面
 
積
 
※
 

約
4
7
.
3
h
a
 

地
区

計
画

の
目

標
 

本
地

区
は

 
J
R
 
赤
羽
駅
の

西
約

7
0
0
m
に
位
置
す
る
一
団
地
の
住
宅
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
た
大
規
模
団
地
や
都
市
計
画

公
園
な
ど
か
ら
な
る
住
宅
市
街
地
で
あ
り
、
地
区
内
の
都
営
住
宅
は
建
替
え
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
 

「
北

区
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

2
0
2
0
」
で
は

、
本
地
区
に
つ
い
て
、
大
規
模
住
宅
団
地
の
更
新
に
よ
る
良
好
な
住
宅

ス
ト

ッ
ク

の
活

用
・

再
生
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
生

活
利

便
施

設
や

公
共

サ
ー

ビ
ス

の
集

積
を

図
る

こ
と

で
地

区
連

携
拠

点
の
形
成
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
本
地
区
に
お
い
て
は
、
公
園
・
広
場
な
ど
の
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
や
円
滑
な
避
難
ル
ー
ト
を
計
画
的
に
確
保
し
、
防
災
性
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

こ
の

た
め
、
本
地
区
で
は

都
営
住
宅
の
建
替
え
を
適
切
に
誘
導
し
て
、
良
質
な

住
宅
の
供
給
を
行
う
と
と
も
に
、
公
共
・
公

益
的
施
設
、
生
活
利
便
施
設
等
が
適
切
に
配
置
さ
れ
た
良
好
な
住
宅
市
街
地
の
形
成
を
目
指
す
。
ま
た
、
道
路
・
公
園
等
の
再

配
置

を
行

い
、

い
こ

い
の
拠

点
に

ふ
さ

わ
し

い
み

ど
り

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す
る

と
と

も
に

、
災

害
時

の
避

難
や

救
援

の
際

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
や
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
の

充
実

を
図

る
。

さ
ら

に
、

地
区

内
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
や

周
辺

環
境

に
配

慮
し
た
秩
序
あ
る
街
並
み
の
形
成
等
を
誘
導
し
、
ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
と
豊
か
な
み
ど
り
の
あ
る
ま
ち
の
形
成
を
目
指
す
。
 

区 域 の 整 備 ・ 開 発 及 び 

保 全 に 関 す る 方 針 

土
地

利
用

の
方

針
 

１
．
複
合
地
区
 

複
合
地
区
の
各
地
区
に
お
い
て
は
、
幹
線
道
路
に
面
す
る
立
地
条
件
を
踏
ま
え
、
商
業
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の
生
活
利

便
施
設
、
居
住
施
設
な
ど
、
多
様
な
用
途
が
複
合
し
、
あ
わ
せ
て
敷
地
内
に
み
ど
り
豊
か
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
生
活
を
支
え
る
地
区
連
携
拠
点
の
形
成
を
図
る
。
 

複
合
地
区
（
B
地
区
）
に
つ
い
て
は
、
建
替
事
業
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
大
規
模
な
用
地
を
活
用
し
、
区
民
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
商
業
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の
生
活
利
便
機
能
の
集
積
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
隣
接
す
る
U
R
赤
羽
台

団
地
の
居
住
者
や
周
辺
地
域
の
居
住
者
も
含
め
、
地
区
周
辺
の
生
活
拠
点
の
形
成
を
図
る
。
あ
わ
せ
て
、
高
齢
化
の
進
展

な
ど
人
口
構
成
の
不
均
衡
等
に
よ
り
懸
念
さ
れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
し
、
賑
わ
い
を
再
興
す
る
た
め
、
区
民

セ
ン
タ
ー
や
生
活
利
便
施
設
等
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
み
ど
り
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
創
出
を
図
り
つ
つ
、
地
域
住
民
や

来
街
者
の
憩
い
や
交
流
の
場
と
な
る
広
場
空
間
や
歩
行
者
空
間
の
整
備
を
促
す
こ
と
で
、
地
域
の
活
動
拠
点
や
に
ぎ
わ
い
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区 域 の 整 備 ・ 開 発 及 び 保 全 に 関 す る 方 針 

土
地

利
用

の
方

針
 

空
間
の
形
成
を
図
る
。
 

複
合
地
区
（
C
地
区
）
に
つ
い
て
は
、
福
祉
施
設
な
ど
の
公
共
公
益
施
設
の
導
入
に
よ
り
、
誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
せ
る
環
境
の
形
成
を
図
る
。
 

２
．
中
高
層
住
宅
地
区
 

都
営
住
宅
の
建
替
え
等
を
適
切
に
誘
導
し
、
良
好
な
住
環
境
の
形
成
、
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
周
辺
市
街
地
や
都
市

計
画
公
園
と
調
和
の
と
れ
た
秩
序
あ
る
街
並
み
の
形
成
を
図
る
。
ま
た
、
地
区
内
の
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
広
場
の
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
生
活
を
支
え
る
教
育
、
保
育
施
設
等
を
適
切
に
配
置
す
る
。
 

３
．
公
園
地
区
 

桐
ケ
丘
中
央
公
園
の
整
備
に
よ
り
、
う
る
お
い
あ
る
豊
か
な
み
ど
り
の
連
続
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
避

難
場
所
と
し
て
の
機
能
の
向
上
を
図
る
。
 

 

地
区

施
設

の
整

備
の
 

方
針
 １

.
幹
線
道
路
に
接
続
し
、
日
常
生
活
の
主
軸
と
な
る
道
路
と
し
て
、
ま
た
、
交
通
の
円
滑
化
や
災
害
時
の
避
難
、
支
援
の
際

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
担
う
道
路
と
し
て
、
主
要
生
活
道
路
及
び
区
画
道
路
の
整
備
を
図
る
｡
 

２
.
主
要
生
活
道
路
を
補
完
し
、
生
活
利
便
性
、
防
災
性
を
確
保
す
る
た
め
、
地
区
内
通
路
の
整
備
を
図
る
。
 

３
.
歩

行
者

の
安

全
性

及
び

快
適

性
を

確
保

す
る

た
め

、
区

画
道

路
及

び
地

区
内

通
路

に
沿

っ
て

歩
道

状
空

地
の

整
備

を
図

る
。
 

４
.
歩
行
者
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
歩
行
者
通
路
の
整
備
を
図
る
。
 

５
.都

市
計
画
公
園
と
の
一
体
性
や
連
続
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
地
区
内
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
広
場
の
整
備
を
図
る
。
 

 

建
築

物
等

の
整

備
の
 

方
針
 １

.
ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
の
維
持
形
成
の
た
め
、
建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
を
定
め
る
。
 

２
.安

全
で
快
適
な
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
、
壁
面
の
位
置
の
制
限
、
壁
面
後
退
区
域
に
お
け
る
工
作
物
の

設
置
の
制
限
を
定
め
る
。
 

３
.
秩
序
あ
る
街
並
み
の
形
成
を
図
る
た
め
、
建
築
物
の
形
態
又
は
色
彩
そ
の
他
意
匠
の
制
限
及
び
垣
又
は
さ
く
の
構
造
の
制

限
を
定
め
る
。
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            地 区 整 備 計 画 

          地 区 施 設 の 配 置 及 び 規 模 

道
 
 
 
 
路
 

名
 
称
 

幅
 
員
 

延
 
長
 

備
 
考
 

主
要
生
活
道
路
１
号
 
※
 

1
3
ｍ
 

約
9
0
0
ｍ
 

新
設
 

主
要
生
活
道
路
２
号
 
※
 

８
～
1
3
ｍ
 

約
5
2
0
ｍ
 

一
部
拡
幅
 

区
画
道
路
１
号
 

６
ｍ
 

約
3
0
0
ｍ
 

新
設
 

広
 
 
 
 
場
 

名
 
称
 

面
 
積
 

備
 
考
 

広
場
１
号
 

約
 
 
5
7
0
㎡
 

既
設
 

広
場
２
号
 

約
 
 
7
2
0
㎡
 

既
設
 

広
場
３
号
 

約
 
 
8
6
0
㎡
 

既
設
 

広
場
４
号
 

約
 
 
6
0
0
㎡
 

既
設
 

広
場
５
号
 

約
2
,
6
4
0
㎡
 

新
設
 

広
場
６
号
 

約
1
,
1
0
0
㎡
 

既
設
 

広
場
７
号
 

約
 
 
3
9
0
㎡
 

既
設
 

広
場
８
号
 

約
1
,
0
0
0
㎡
 

新
設
 

広
場
９
号
 

約
1
,
5
0
0
㎡
 

新
設
 

広
場

1
0
号
 

約
 
 
5
0
0
㎡
 

新
設
 

広
場

1
1
号
 

約
 
 
5
0
0
㎡
 

新
設
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名
 
称
 

幅
 
員
 

延
 
長
 

備
 
考
 

地
区
内
通
路
１
号
 

1
3
ｍ
 

約
3
8
0
ｍ
 

既
設
 

地
区
内
通
路
２
号
 

６
ｍ
 

約
2
4
0
ｍ
 

一
部
拡
幅
 

地
区
内
通
路
４
号
 

６
ｍ
 

約
1
2
0
ｍ
 

既
設
 

地
区
内
通
路
５
号
 

６
ｍ
 

約
1
3
0
ｍ
 

既
設
 

 地 区 整 備 計 画 

地 区 施 設 の 配 置 及 び 規 模 

   
 そ

の
他

の
 

公
共

空
地

 

地
区
内
通
路
６
号
 

６
ｍ
 

約
3
1
0
ｍ
 

一
部
拡
幅
 

地
区
内
通
路
７
号
 

６
ｍ
 

約
1
0
0
ｍ
 

既
設
 

地
区
内
通
路
８
号
 

６
ｍ
 

約
1
0
0
ｍ
 

既
設
 

地
区
内
通
路
９
号
 

６
ｍ
 

約
1
6
0
ｍ
 

一
部
拡
幅
 

地
区
内
通
路

1
0
号
 

６
ｍ
 

約
1
1
0
ｍ
 

一
部
拡
幅
 

地
区
内
通
路

1
1
号
 

６
ｍ
 

約
1
6
0
ｍ
 

既
設
 

地
区
内
通
路

1
2
号
 

６
ｍ
 

約
2
3
0
ｍ
 

既
設
 

地
区
内
通
路

1
3
号
 

６
ｍ
 

約
1
0
0
ｍ
 

新
設
 

地
区
内
通
路

1
4
号
 

６
ｍ
 

約
5
1
0
ｍ
 

一
部
拡
幅
 

地
区
内
通
路

1
5
号
 

６
ｍ
 

約
1
0
0
ｍ
 

既
設
 

地
区
内
通
路

1
6
号
 

６
ｍ
 

約
1
0
0
ｍ
 

既
設
 

地
区
内
通
路

1
7
号
 

４
～
６
ｍ
 

約
2
5
0
ｍ
 

新
設
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  地 区 整 備 計 画 

地 区 施 設 の 配 置 及 び 規 模 

そ
の

他
の

 
公

共
空

地
 

名
 
称
 

幅
 
員
 

延
 
長
 

備
 
考
 

歩
道
状
空
地
１
号
 

３
ｍ
 

約
1
9
0
ｍ
 

既
設
 

歩
道
状
空
地
２
号
 

2
.
5
ｍ
 

約
3
0
0
ｍ
 

一
部
拡
幅
 

歩
道
状
空
地
３
号
 

2
.
5
ｍ
 

約
3
2
0
ｍ
 

新
設
 

歩
道
状
空
地
４
号
 

2
.
5
ｍ
 

約
1
3
0
ｍ
 

既
設
 

歩
道
状
空
地
５
号
 

2
.
5
ｍ
 

約
1
3
0
ｍ
 

既
設

 

歩
道
状
空
地
６
号
 

2
.
5
ｍ
 

約
1
9
0
ｍ
 

新
設

 

歩
道
状
空
地
７
号
 

2
.
5
ｍ
 

約
1
8
0
ｍ
 

新
設

 

歩
道
状
空
地
８
号
 

2
.
5
ｍ
 

約
1
8
0
ｍ
 

新
設

 

歩
道
状
空
地
９
号
 

2
.
5
ｍ
 

約
3
4
0
ｍ
 

一
部
拡
幅

 

歩
道
状
空
地

1
0
号
 

2
.
5
ｍ
 

約
3
2
0
ｍ
 

一
部
拡
幅

 

歩
道
状
空
地

1
1
号
 

２
ｍ
 

約
5
0
0
ｍ
 

一
部
拡
幅

 

歩
道
状
空
地

1
2
号
 

2
.
5
ｍ
 

約
1
1
0
ｍ
 

新
設

 

歩
道
状
空
地

1
3
号
 

2
.
5
ｍ
 

約
1
7
5
ｍ
 

新
設

 

歩
道
状
空
地

1
4
号
 

2
.
5
ｍ
 

約
1
0
0
ｍ
 

新
設

 

歩
行
者
通
路
１
号
 

５
ｍ
 

約
1
2
0
ｍ
 

既
設

 

歩
行
者
通
路
２
号
 

４
ｍ
 

約
 
4
0
ｍ
 

新
設
 

歩
行
者
通
路
３
号
 

４
ｍ
 

約
 
6
0
ｍ
 

新
設
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地 区 整 備 計 画 

建 築 物 等 に 関 す る 事 項 

地
区

の
区

分

名
 
称
 

複
合
地
区
 

中
高
層
住
宅
地
区
 

公
園
地
区
 

A
地
区
 

B
地
区
 

C
地
区
 

A
地
区
 

B
地
区
 

面
 
積
 

約
1
.
4
h
a
 

約
3
.
6
h
a
 

約
2
.
7
h
a
 

約
1
6
.
6
h
a
 

約
1
3
.
7
h
a
 

約
9
.
3
h
a
 

建
築

物
等

の
 

用
途

の
制

限
 

※
 

－
 

 

 
 

－
 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
用
途
を
変
更
す

る
場
合

に
お
い
て
は
こ
れ
を
準
用
す
る
。
 

１
．
建
築
基
準
法
（
昭
和
2
5
年
法
律
第
2
0
1
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
二

（
ほ
）
項
第
２
号
に
規
定
す
る
マ
ー
ジ
ャ
ン
屋
、
ぱ
ち
ん
こ
屋
、
射
的
場
、
勝
馬

投
票
券
発
売
所
、
場
外
車
券
売
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
 

２
．
法
別
表
第
二
（
に
）
項
第
５
号
に
規
定
す
る
自
動
車
教
習
所
 

３
．
法
別
表
第
二
（
に
）
項
第
６
号
に
規
定
す
る
畜
舎
 

４
．
危
険
物
の
貯
蔵
又
は
処
理
に
供
す
る
も
の
で
床
面
積
の
合
計
が
1
,
5
0
0
㎡
を
超
え

る
も
の
又
は
３
階
以
上
の
部
分
に
あ
る
も
の
（
建
築
物
に
附
属
す
る
も
の
を
除

く
）

 

壁
面

の
位

置
の
 
 

制
 
 
 
 
 
 
限
 

建
築
物

の
外
壁

又
は

こ
れ

に
代

わ
る
柱

の
面

は
、

計
画

図
に
示

す
壁

面
制

限
を

超
え
て

建
築

し
て

は
な

ら
な

い
。

 

壁
面
後
退
区
域
に

お
け
る
工
作
物
の
 

設
置

の
制

限
 

計
画

図
に

示
す

壁
面

線
３
～
５
号
に
定
め
ら
れ
た
壁
面
線
と
地
区
内
通
路
端
の
間
の
区
域
に
は
塀
、
さ
く
、
門
、
看
板

そ
の
他
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
と
な
る
よ
う
な
工
作
物
は
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
交
通
標
識
等
の
公
益
上
必

要
な
も
の
、
そ
の
他
良
好
な
景
観
形
成
に
寄
与
す
る
も
の
を
除
く
。
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      地 区 整 備 計 画 

    建 築 物 等 に 関 す る 事 項 

地
区

の
区
 
分
 
名
 
称
 

複
合
地

区
 

中
高
層

住
宅
地

区
 

公
園
地

区
 

A
地

区
 

B
地

区
 

C
地

区
 

A
地

区
 

B
地

区
 

建
築
物
等
の
高
さ
 

の
最

高
限

度
 

－
 

3
0
ｍ
 

－
 

た
だ
し
、
3
,
0
0
0
㎡
以
上
の
敷
地
に
建
築
す
る
建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
は
 4

5
ｍ
と

し
、

5
,
0
0
0
㎡
以
上
の
敷
地
に
建
築
す
る
建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
は
設

け
な
い
も
の
と
す
る
。
 

建
築

物
等

の
形

態
又

は
色

彩
そ

の
他

の
意
匠
の
制
限
 

建
築
物
の
外
壁
も
し
く
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
の
色
彩
は
、
落
ち
つ
い
た
色
調
と
し
、
周
辺
の
環
境
と
調

和
し
た
も
の
に
す

る
。
 

垣
又

は
さ

く
の
 

構
造

の
制

限
 

道
路
、
通
路
、
公
園
等
に
面
す
る
部
分
に
設
け
る
垣
又
は
さ
く
の
構
造
は
、
生
け
垣
又
は
透
視
可
能
な
フ
ェ
ン
ス

等
と

す
る

。
た

だ
し

、
高

さ
が

0
.
6
ｍ

以
下
の
部
分
又
は
法
令
等
の
制

限
上
や
む
を
得
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。
 

※
は
知
事
協
議
事
項
 

備
考
：
「
区
域
、
地
区
の
区
分
、
地
区
施
設
の
配
置
及
び
壁
面
の
位
置
の
制
限
は
、
計
画
図
表
示
の
と
お
り
。
」
 
 
 
 
 
 

理
由
：
 
都
営
住
宅
の
建
替
え
を
適
切
に
誘
導
し
、
良
質
な
住
宅
の
供
給
を
行
う
と
と
も
に
、
建
替
え
に
よ
り
創
出
さ
れ
る
用
地
へ
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
商

業
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の
生
活

利
便
機
能
の
集
積
を
促
進
す
る
ほ
か
、
公
共
施
設
や
公
益
施
設
等
を
適
切
に
配
置
し
、
み
ど
り
豊
か
で
良
好
な
住
宅

市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、

地
区
計
画
を
変
更
す
る
。
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都市計画の案の理由書  
 
１  種 類 ・ 名 称  

  東 京 都 市 計 画 地 区 計 画  桐 ケ 丘 一 ・ 二 丁 目 地 区 地 区 計 画  

 

２  理  由  

  本 地 区 は 、 JR 赤 羽 駅 の 西 約 700m に 位 置 す る 、 一 団 地 の 住 宅

施 設 と し て 整 備 さ れ た 大 規 模 住 宅 団 地 や 都 市 計 画 公 園 な ど か

ら な る 住 宅 市 街 地 で あ る 。  

東 京 都 が 定 め る 「 都 市 計 画 区 域 マ ス タ ー プ ラ ン 〈 サ ス テ ナ ブ

ル ･リ カ バ リ －  東 京 の 新 し い 都 市 づ く り 〉」及 び「「 未 来 の 東 京 」

戦 略 」 に お い て は 、 地 域 の 特 性 と 将 来 像 を 踏 ま え た 都 市 づ く り

を 進 め て い く 「 新 都 市 生 活 創 造 域 」 内 に あ り 、 大 規 模 団 地 等 の

創 出 用 地 に お い て 、 生 活 支 援 機 能 や 住 民 交 流 の 場 な ど が 整 っ た

誰 も が 暮 ら し や す い 生 活 の 中 心 地 を 形 成 す る と さ れ て い る 。 ま

た 、「 北 区 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 2020」 の 土 地 利 用 の 基 本 方

針 で は 、 桐 ケ 丘 地 区 に つ い て 、 大 規 模 住 宅 団 地 の 更 新 に よ る 良

好 な 住 宅 ス ト ッ ク の 再 生 を 促 進 す る と と も に 、 生 活 利 便 施 設 や

公 共 サ ー ビ ス の 集 積 を 図 る こ と で 「 地 区 連 携 拠 点 」 の 形 成 を 図

る 方 針 で あ る 。ま た 、避 難 場 所 と な っ て い る 本 地 区 に お い て は 、

公 園 ・ 広 場 な ど の オ ー プ ン ス ペ ー ス や 円 滑 な 避 難 ル ー ト を 計 画

的 に 確 保 し 、 防 災 性 を さ ら に 高 め る こ と が 必 要 で あ る 。  

現 在 、 地 区 内 で は 、 都 営 住 宅 の 建 替 え に よ り 、 良 質 な 住 宅 の

供 給 を 行 う と と も に 、 建 替 え 事 業 に あ わ せ て 、 創 出 用 地 等 へ の

公 共 ・ 公 益 的 施 設 及 び 生 活 利 便 施 設 の 誘 導 や 道 路 ・ 公 園 等 の 適

切 な 再 配 置 に よ る 土 地 利 用 転 換 が 順 次 進 め ら れ る こ と と な っ て

い る 。 こ の た め 、 地 区 内 の 土 地 利 用 や 人 の 流 れ な ど 、 ま ち の 様

相 が 大 き く 変 化 し よ う と し て い る 。  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 引 き 続 き 良 好 な 住 宅 市 街 地 の 形 成

を 図 り つ つ 、「 地 区 連 携 拠 点 」 に ふ さ わ し い 土 地 利 用 を 誘 導 し 、

地 区 の 防 災 性 を さ ら に 高 め 、 ゆ と り あ る 住 環 境 と 豊 か な み ど り

の あ る ま ち を 形 成 す る た め 、約 47.3ha の 区 域 に つ い て 、桐 ケ 丘

一 ・ 二 丁 目 地 区 地 区 計 画 を 変 更 す る 。  
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 1
 / 

1 
 

都
市

計
画

の
案

に
対
す

る
意

見
書

の
要
旨
と

見
解
 

 東
京

都
市

計
画

地
区

計
画

 
桐

ケ
丘

一
・

二
丁

目
地

区
地

区
計

画
の

変
更

に
係

る
都

市
計

画
の

案
を

、
都

市
計

画
法
（

以
下
「

法
」
と

い
う

。
）
第

２
１

条
第

２
項

に
お

い

て
準

用
す

る
法

１
７

条
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

令
和

４
年

９
月

２
１

日
か

ら
１

０
月

５
日

ま
で

の
２

週
間

公
衆

の
縦

覧
に

供
し

た
と

こ
ろ

、
法

第
２

１
条

第
２

項
に

お

い
て

準
用

す
る

法
１

７
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
、

同
期

間
中

に
〇

通
（

〇
名

○
団

体
）

の
意

見
書

の
提

出
が

あ
っ

た
。

そ
の

意
見

書
の

要
旨

及
び

北
区

の
見

解
は

次
の

と

お
り

で
あ

る
。

 

 都
市

計
画

の
種

類
及

び
名

称
 

東
京

都
市

計
画

地
区

計
画

 
桐

ケ
丘

一
・

二
丁

目
地

区
地

区
計

画
 

  

意
 

見
 

書
 

の
 

要
 

旨
 

北
 

区
 

の
 

見
 

解
 

Ⅰ
 

賛
成

意
見

に
関

す
る

も
の

 
 

  

  

Ⅱ
 

反
対

意
見

に
関

す
る

も
の

 
 

  

  

Ⅲ
 

そ
の

他
の

意
見

 
 

  

  
 

※
本

都
市

計
画

の
案

に
対

す
る

意
見

書
の

要
旨

と
見

解
に

つ
い

て
は

、
都

市
計

画
審

議
会

当
日

に
配

布
い

た
し

ま
す
。
 

16



  

 1
 / 

6 
 

都
市

計
画

の
原

案
に
対

す
る

意
見

書
の
要
旨

と
見
解
 

東
京

都
市

計
画

地
区

計
画

 
桐

ケ
丘

一
・

二
丁

目
地

区
地

区
計

画
に

係
わ

る
都

市
計

画
の

原
案

を
、

都
市

計
画

法
第

１
６

条
第

２
項

の
規

定
に

基
づ

く
、

東
京

都
北

区
地

区
計

画
等

の
案

の
作

成
手

続
き

に
関

す
る

条
例

第
２

条
の

規
定

に
よ

り
、

令
和

４
年

５
月

２
４

日
か

ら
６

月
７

日
ま

で
の

２
週

間
公

衆
の

縦
覧

に
供

し
た

と
こ

ろ
、

同
条

例

第
４

条
の

規
定

に
よ

る
、
同

年
６

月
１

４
日

ま
で

の
３

週
間

の
期

間
中

に
５

通
（

５
名

）
の

意
見

書
の

提
出

が
あ

っ
た
（

利
害

関
係

を
有

し
な

い
者

か
ら

の
意

見
書

３
通
（

３

名
）

を
含

む
）
。

そ
の

意
見

書
の

要
旨

及
び

北
区

の
見

解
は

次
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

都
市

計
画

の
種

類
及

び
名

称
 
 

①
 東

京
都

市
計

画
地

区
計

画
 

桐
ケ

丘
一

・
二

丁
目

地
区

地
区

計
画

 

 

意
 

見
 

書
 

の
 

要
 

旨
 

北
 

区
 

の
 

見
 

解
 

Ⅰ
 

賛
成

意
見

に
関

す
る

も
の

 
 

（
な

し
）

 
 

Ⅱ
 

反
対

意
見

に
関

す
る

も
の

 
 

（
な

し
）

 
 

Ⅲ
 

そ
の

他
の

意
見

 
 

５
通

（
５

名
）

 
 

１
 

都
市

計
画

・
複

合
地

区
（

Ｂ
地

区
）

に
関

す
る

意
見

 
 

(
１

)
 

北
区

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
２

０
２

０
で

は
、

地
区

連
携

拠
点

と
し

て
「

赤
羽

台
・

桐
ケ

丘
」

と
な

っ
て

い
る

が
、

説
明

が
桐

ケ
丘

一
・

二
丁

目

の
み

で
、

地
域

の
全

体
像

が
見

え
ず

、
道

路
・

緑
地

・
生

活
利

便
施

設
等

の

配
置

の
イ

メ
ー

ジ
が

し
に

く
い

。
 

 

「
北

区
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

２
０

２
０

」
で

地
区

連
携

拠
点

に
位

置
付

け

て
い

る
「

赤
羽

台
・
桐

ケ
丘

」
地

区
で

は
２

つ
の

地
区

計
画

を
定

め
て

お
り

、
本

地

区
計

画
は

そ
の

う
ち

の
桐

ケ
丘

一
丁

目
及

び
二

丁
目

の
ほ

ぼ
全

域
を

含
む

桐
ケ

丘

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

に
つ

い
て

ま
と

め
て

お
り

ま
す

。
 

ま
た

、
赤

羽
台

地
区

に
つ

い
て

は
、
「

赤
羽

台
周

辺
地

区
地

区
計

画
」

を
別

途
定

め
て

お
り

、
「

赤
羽

台
・

桐
ケ

丘
」

地
区

全
体

の
道

路
等

の
配

置
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
区

計
画

に
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

 

(
２

)
 

地
区

内
通

路
1
7

号
は

桐
ケ

丘
二

丁
目

か
ら

一
丁

目
へ

の
行

き
来

に
欠

か

せ
な

い
通

路
で

生
協

、
診

療
所

、
体

育
館

な
ど

へ
の

通
行

を
確

保
し

て
ほ

し

い
。

 

 

主
要

生
活

道
路

の
機

能
を

補
完

し
、
生

活
利

便
性

、
防

災
性

を
確

保
す

る
地

区
内

通
路

1
7
号

は
、

高
低

差
等

も
踏

ま
え

て
複

合
地

区
（

Ｃ
地

区
）

と
併

せ
て

検
討

す

る
中

で
線

形
を

変
更

し
て

い
ま

す
。

 

桐
ケ

丘
一

丁
目
・
二

丁
目

間
の

通
行

機
能

の
確

保
に

つ
い

て
は

、
複

合
地

区
（

Ｃ

地
区

）
等

の
利

活
用

の
検

討
に

お
い

て
東

京
都

と
協

議
し

て
ま

い
り

ま
す

。
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(
３

)
 

超
高

齢
化

し
て

い
る

住
民

に
と

っ
て

は
徒

歩
圏

内
の

身
近

に
買

い
物

や

医
療

施
設

が
望

ま
れ

る
が

、
生

活
利

便
施

設
や

公
共

サ
ー

ビ
ス

の
集

積
を

図

る
こ

と
に

大
き

な
矛

盾
を

感
じ

る
。
桐

ケ
丘

二
丁

目
と

複
合

地
区
（

Ｂ
地

区
）

は
広

大
な

桐
ケ

丘
地

域
の

両
端

に
あ

た
る

た
め

、
徒

歩
で

の
行

き
来

は
困

難

で
あ

る
。

広
い

地
域

の
中

で
徒

歩
圏

内
に

身
近

な
買

い
物

、
医

療
施

設
、

公

共
施

設
の

設
置

が
で

き
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
 

 (
４

)
 

都
市

計
画

の
変

更
に

よ
り

大
き

な
生

活
利

便
施

設
が

桐
ケ

丘
一

丁
目

に

建
設

予
定

と
聞

い
て

い
る

が
、

高
齢

者
の

多
い

地
域

で
あ

る
た

め
身

近
な

と

こ
ろ

で
利

用
で

き
る

店
、

医
療

施
設

が
必

要
で

あ
る

。
施

設
の

整
備

計
画

方

針
を

見
直

し
て

ほ
し

い
。

 

「
北

区
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

２
０

２
０

」
で

は
、
赤

羽
台
・
桐

ケ
丘

を
地

区
連

携
拠

点
と

し
て

位
置

付
け

、
地

域
の

生
活

利
便

機
能

や
公

共
サ

ー
ビ

ス
の

集

積
を

促
進

し
つ

つ
、
地

域
間

移
動

の
た

め
の

交
通

結
節

機
能

の
強

化
を

進
め

、
持

続

可
能

な
生

活
圏

の
形

成
を

図
る

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

 

複
合

地
区
（

Ｂ
地

区
）
で

は
、
建

替
事

業
に

よ
り

創
出

さ
れ

た
大

規
模

な
用

地
を

活
用

し
、
区

民
セ

ン
タ

ー
な

ど
の

公
共

サ
ー

ビ
ス

や
商

業
、
医

療
、
福

祉
な

ど
の

生

活
利

便
機

能
の

集
積

を
促

進
す

る
こ

と
で

、
団

地
の

み
な

ら
ず

赤
羽

台
・
桐

ケ
丘

地

区
周

辺
の

生
活

拠
点

の
形

成
を

図
り

ま
す

。
 

生
活

拠
点

を
形

成
す

る
上

で
、

民
間

活
用

事
業

の
実

施
を

検
討

し
て

い
る

東
京

都
に

対
し

、
高

齢
者

等
の

買
物

困
難

者
へ

の
配

慮
を

求
め

て
ま

い
り

ま
す

。
 

(
５

)
 

区
民

セ
ン

タ
ー

予
定

地
に

つ
い

て
、

郵
便

局
、

住
宅

供
給

公
社

事
務

所
、

図
書

館
、

銭
湯

、
文

化
セ

ン
タ

ー
、

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

、
ふ

れ
あ

い
館

、
開

放

型
集

会
室

、
地

域
安

全
セ

ン
タ

ー
な

ど
を

設
置

し
て

ほ
し

い
。

高
齢

者
の

み

使
用

で
き

る
入

浴
施

設
は

不
要

で
、

地
域

住
民

の
交

流
で

利
用

で
き

る
所

が

よ
い

。
 

 

複
合

地
区
（

Ｂ
地

区
）
で

は
、
本

地
区

周
辺

の
生

活
拠

点
の

形
成

を
図

る
と

と
も

に
、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

活
性

化
し

賑
わ

い
を

再
興

す
る

た
め

、
地

域
の

活
動

拠

点
や

に
ぎ

わ
い

空
間

の
形

成
を

図
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
 

区
民

セ
ン

タ
ー

は
そ

れ
ら

の
機

能
を

果
た

す
施

設
の

一
つ

と
し

て
、

区
の

役
割

の
中

で
整

備
を

図
る

施
設

で
す

が
、
具

体
的

な
施

設
の

内
容

に
つ

い
て

は
、
既

存
の

区
民

セ
ン

タ
ー

や
周

辺
の

公
共

施
設

の
状

況
等

を
考

慮
し

、
今

後
検

討
を

行
っ

て

ま
い

り
ま

す
。

 

(
６

)
 

桐
ケ

丘
地

区
の

シ
ン

ボ
ル

で
あ

る
桐

ケ
丘

中
央

商
店

街
の

街
並

み
を

リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

し
て

再
活

用
し

、
人

と
街

が
あ

た
た

か
く

共
存

で
き

る
魅

力

あ
る

街
並

み
が

創
出

さ
れ

る
こ

と
を

希
望

す
る

。
 

 (
７

)
 

桐
ケ

丘
中

央
商

店
街

の
中

に
点

在
し

て
い

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ポ

イ
ン

ト

を
繋

ぎ
、

北
区

な
ら

で
は

の
新

し
い

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
創

り
た

い
と

考
え

て

い
る

の
で

、
桐

ケ
丘

中
央

商
店

街
が

あ
る

複
合

地
区

（
Ｂ

地
区

）
の

西
側

の

計
画

は
急

が
な

い
で

ほ
し

い
。

 

 

桐
ケ

丘
中

央
商

店
街

に
つ

い
て

は
、

複
数

の
権

利
者

の
方

々
が

住
宅

や
店

舗
を

所
有

さ
れ

て
お

り
、

東
京

都
は

権
利

者
の

方
々

の
ご

理
解

を
得

な
が

ら
権

利
の

買

取
り

を
進

め
て

い
る

と
承

知
し

て
い

ま
す

。
 

複
合

地
区
（

Ｂ
地

区
）
の

西
側

エ
リ

ア
は

、
東

側
エ

リ
ア

と
比

較
す

る
と

事
業

化

ま
で

一
定

の
期

間
を

要
す

る
と

認
識

し
て

い
ま

す
。
そ

の
期

間
も

生
か

し
な

が
ら

、

複
合

地
区
（

Ｂ
地

区
）
の

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
活

性
化

し
、
に

ぎ
わ

い
を

再
興

す

る
た

め
、
地

域
の

活
動

拠
点

や
に

ぎ
わ

い
の

空
間

の
形

成
を

図
る

よ
う

、
東

京
都

と

協
議

し
て

ま
い

り
ま

す
。
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(
８

)
 

用
途

地
域

の
変

更
に

よ
り

具
体

的
に

ど
れ

く
ら

い
の

大
き

さ
や

高
さ

の

建
物

に
な

る
の

か
示

し
て

ほ
し

い
。

複
合

地
区

（
Ｂ

地
区

）
の

北
側

に
あ

る

保
育

園
や

既
存

の
住

宅
に

日
影

が
多

く
落

ち
な

い
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

 

ま
た

、
建

物
の

高
さ

に
も

規
制

を
か

け
て

ほ
し

い
。

 

 

東
京

都
が

民
間

活
用

事
業

に
よ

り
整

備
す

る
複

合
地

区
（

Ｂ
地

区
）
の

施
設

建
築

物
の

計
画

に
つ

い
て

は
、
今

後
の

民
間

提
案

に
よ

っ
て

事
業

者
が

決
定

し
た

後
に

、

明
ら

か
に

な
る

予
定

で
す

。
区

民
セ

ン
タ

ー
の

建
設

計
画

に
つ

い
て

も
今

後
の

検

討
と

な
り

ま
す

が
、

区
立

保
育

園
の

保
育

環
境

に
は

最
大

限
の

配
慮

を
講

じ
て

ま

い
り

ま
す

。
 

な
お

、
今

回
東

京
都

が
予

定
す

る
複

合
地

区
（

Ｂ
地

区
）
の

用
途

地
域

の
変

更
に

お
い

て
、

北
側

に
あ

る
保

育
園

や
既

存
の

住
宅

を
含

む
周

辺
の

日
影

規
制

は
変

更

し
ま

せ
ん

。
 

ま
た

、
複

合
地

区
（

Ｂ
地

区
）

で
は

す
で

に
第

２
種

高
度

地
区

の
制

限
が

あ
り

、

こ
の

制
限

の
範

囲
内

で
周

辺
の

環
境

に
配

慮
し

つ
つ

土
地

の
有

効
利

用
を

誘
導

す

る
た

め
、

本
地

区
計

画
で

敷
地

面
積

に
応

じ
た

高
さ

制
限

を
定

め
て

お
り

ま
す

。
 

２
 

道
路

に
関

す
る

意
見

 
 

(
９

)
 

団
地

内
の

道
路

交
通

に
速

度
制

限
や

道
路

の
設

置
の

仕
方

を
工

夫
し

て
、

高
齢

者
や

子
ど

も
が

安
心

し
て

行
き

来
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

 

 

(
1
0
)
 

道
路

整
備

に
あ

た
っ

て
は

、
歩

車
分

離
だ

け
で

な
く

、
シ

ル
バ

ー
カ

ー
や

杖
を

用
い

て
の

歩
行

に
支

障
の

無
い

よ
う

、
自

転
車

と
歩

行
者

も
分

離
通

行

と
し

、
自

転
車

が
安

全
に

通
行

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

 

 (
1
1
)
 

主
要

生
活

道
路

１
号

に
つ

い
て

無
電

柱
化

を
図

る
こ

と
は

よ
い

こ
と

だ

が
、

幅
員

1
3
m
で

歩
道

が
拡

幅
さ

れ
る

と
し

て
も

桐
ケ

丘
郷

小
学

校
周

辺
は

車
両

一
方

通
行

で
な

く
な

る
と

歩
行

者
の

安
全

性
が

保
た

れ
る

の
か

不
安

が
あ

る
。

一
方

通
行

の
ま

ま
と

す
る

か
、

進
入

車
両

の
制

限
を

設
け

る
、

時

間
指

定
の

通
行

と
す

る
、

ハ
ン

プ
（

段
差

）
を

設
け

る
な

ど
最

大
の

安
全

対

策
を

講
じ

て
ほ

し
い

。
特

に
、
団

地
内

は
適

所
に

ハ
ン

プ
を

設
け

て
ほ

し
い

。
 

 

(
1
2
)
 

主
要

生
活

道
路

２
号

が
諏

訪
通

り
と

接
続

す
る

箇
所

は
狭

く
、

横
断

歩
道

の
み

で
信

号
が

設
置

さ
れ

て
お

ら
ず

、
路

線
バ

ス
が

運
行

す
る

。
主

要
生

活

道
路

１
号

か
ら

の
交

通
量

が
増

え
て

十
分

な
交

通
安

全
対

策
が

求
め

ら
れ

る
た

め
、
地

元
住

民
へ

の
説

明
と

意
見

を
聴

き
、
計

画
に

反
映

し
て

ほ
し

い
。
 

 
非

常
時

の
避

難
場

所
と

し
て

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
本

地
区

に
お

い
て

は
、

災

害
時

の
避

難
や

救
援

の
際

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

担
う

道
路

と
し

て
、
か

つ
、
日

常
生

活
の

主
軸

と
な

る
道

路
と

し
て

、
円

滑
な

交
通

車
両

の
処

理
及

び
誰

に
と

っ
て

も

安
全

安
心

な
歩

行
者

空
間

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

 

な
お

、
車

両
の

速
度

抑
制

な
ど

具
体

的
な

交
通

安
全

対
策

に
つ

き
ま

し
て

は
、
今

後
、
道

路
の

詳
細

を
検

討
し

て
い

く
中

で
、
警

察
な

ど
の

関
係

機
関

と
十

分
協

議
す

る
と

と
も

に
、

適
宜

、
地

域
の

方
々

に
情

報
提

供
す

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。
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３
 

公
園

に
関

す
る

意
見

 
 

(
1
3
)
 

公
園

地
区

に
つ

い
て

、
桐

ケ
丘

中
央

公
園

の
整

備
は

よ
い

が
、

今
あ

る
樹

木
を

で
き

る
限

り
残

し
た

道
路

整
備

や
公

園
整

備
を

進
め

て
ほ

し
い

。
緑

地

は
面

積
だ

け
で

な
く

、
様

々
な

野
鳥

が
飛

来
し

季
節

毎
に

耳
目

を
楽

し
ま

せ

て
く

れ
る

な
ど

、
質

的
な

環
境

も
考

慮
し

て
ほ

し
い

。
 

 

(
1
4
)
 

桐
ケ

丘
中

央
公

園
樹

木
の

保
全

の
た

め
、

道
路

新
設

に
よ

る
伐

採
は

や
め

て
ほ

し
い

。
環

境
対

策
と

し
て

、
森

の
よ

う
な

公
園

を
残

す
た

め
に

計
画

の

見
直

し
を

求
め

る
。

 

 
桐

ケ
丘

団
地

周
辺

は
広

域
的

な
避

難
場

所
で

あ
り

、
災

害
時

の
避

難
や

救
援

の

際
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
確

保
す

る
こ

と
は

極
め

て
大

切
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

主

要
生

活
道

路
１

号
の

整
備

の
際

に
は

既
存

樹
木

の
一

部
が

伐
採

を
余

儀
な

く
さ

れ

ま
す

が
、
区

と
し

ま
し

て
は

、
で

き
る

限
り

樹
木

の
保

存
に

努
め

な
が

ら
、
新

た
に

整
備

す
る

桐
ケ

丘
中

央
公

園
に

お
い

て
緑

の
創

出
に

心
が

け
る

よ
う

取
り

組
ん

で

ま
い

る
と

と
も

に
、

緑
の

質
的

環
境

に
つ

い
て

も
今

後
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。
 

 

(
1
5
)
 

桐
ケ

丘
郷

小
学

校
北

側
の

ボ
ー

ル
遊

び
が

で
き

る
広

場
は

ど
う

な
る

の

か
。

貴
重

な
広

場
を

ぜ
ひ

残
し

て
ほ

し
い

。
 

 (
1
6
)
 

盆
踊

り
が

で
き

る
ほ

ど
の

広
場

が
桐

ケ
丘

二
丁

目
に

は
見

当
た

ら
な

く

な
っ

た
が

、
広

場
は

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

も
資

す
る

の
で

は
な

い
か

。
 

 (
1
7
)
 

公
園

の
計

画
に

あ
た

り
、

桐
ケ

丘
中

央
公

園
美

化
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

声
も

聞
い

て
ほ

し
い

。
 

 (
1
8
)
 

公
園

整
備

に
つ

い
て

、
貸

し
農

園
、

ス
ラ

ッ
ク

ラ
イ

ン
、

キ
ャ

ン
プ

エ
リ

ア
の

設
置

を
希

望
す

る
。

ま
た

、
道

路
を

跨
ぐ

歩
道

橋
設

置
や

、
敷

地
内

に

ト
ロ

ッ
コ

列
車

を
走

ら
せ

て
は

ど
う

か
。

 

 (
1
9
)
 

自
然

の
高

低
差

が
生

か
さ

れ
、

歩
く

の
が

楽
し

く
な

る
こ

と
で

運
動

を
促

し
、

自
然

と
触

れ
合

う
こ

と
で

癒
さ

れ
、

花
壇

や
農

園
な

ど
で

創
造

性
が

育

ま
れ

、
こ

の
公

園
に

し
か

な
い

独
自

の
遊

具
が

あ
る

な
ど

、
地

域
の

皆
が

誇

り
に

思
え

る
よ

う
な

公
園

に
な

る
こ

と
を

希
望

す
る

。
 

「
北

区
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

２
０

２
０

」
で

は
、
都

市
空

間
に

お
い

て
区

民

の
身

近
な

ゆ
と

り
や

安
ら

ぎ
、

く
つ

ろ
ぎ

に
満

ち
た

生
活

の
舞

台
と

な
る

み
ど

り

や
水

辺
の
「

う
る

お
い

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
を

都
市

の
骨

格
と

し
て

位
置

付
け

て
お

り
、
身

近
な

緑
の

整
備
・
保

全
の

た
め

公
園
・
緑

地
・
広

場
の

整
備

等
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
本

地
区

に
お

い
て

も
う

る
お

い
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

資

す
る

よ
う

、
都

市
公

園
及

び
広

場
を

適
切

に
配

置
し

て
お

り
ま

す
。

 

ま
た

、
桐

ケ
丘

中
央

公
園

に
つ

い
て

は
、
北

区
公

園
総

合
整

備
構

想
（

令
和

３
年

３
月

策
定

）
に

お
い

て
「

休
日

に
お

出
か

け
す

る
公

園
」
と

し
て

整
備

す
る

こ
と

を

位
置

付
け

て
い

ま
す

。
 

ご
提

案
の

具
体

的
な

公
園

施
設

や
設

備
の

整
備

や
、
遊

具
等

の
設

置
等

は
、
今

後

の
公

園
整

備
に

向
け

た
計

画
作

業
の

中
で

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。
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(
2
0
)
 

公
園

地
区

に
あ

る
体

育
館

、
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
、

弓
道

場
な

ど
の

施
設

は
ど

う
な

る
の

か
。

体
育

館
や

弓
道

場
は

老
朽

化
し

て
い

る
が

建
替

え
の

予
定

は

あ
る

の
か

。
 

 

(
2
1
)
 

桐
ケ

丘
プ

ー
ル

は
ど

う
な

る
の

か
。

新
設

す
る

な
ら

屋
内

温
水

プ
ー

ル
に

し
て

ほ
し

い
。

 

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

や
弓

道
場

を
含

む
桐

ケ
丘

体
育

館
に

つ
い

て
は

、
区

の
１

０
か

年
の

総
合

行
政

計
画

で
あ

る
北

区
基

本
計

画
２

０
２

０
に

改
築

す
る

こ
と

が
位

置

付
け

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

ま
た

、
桐

ケ
丘

プ
ー

ル
は

今
後

予
定

さ
れ

る
都

営
住

宅
の

建
設

用
地

と
な

る
こ

と
か

ら
、

桐
ケ

丘
中

央
公

園
の

再
整

備
の

検
討

の
中

で
機

能
の

継
承

等
に

つ
い

て

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

 

(
2
2
)
 

桐
ケ

丘
中

央
公

園
周

辺
の

道
路

に
私

物
が

集
積

さ
れ

て
い

て
歩

行
空

間

が
ふ

さ
が

れ
て

お
り

、
不

法
投

棄
も

誘
発

し
て

い
る

。
管

理
責

任
を

明
確

に

し
、

東
京

都
と

も
連

携
を

取
っ

て
手

立
て

を
講

じ
て

ほ
し

い
。

 

 

 
桐

ケ
丘

中
央

公
園

周
辺

に
放

置
さ

れ
て

い
る

物
品

に
つ

い
て

は
、

区
と

東
京

都

で
連

携
し

撤
去

に
つ

い
て

取
り

組
ん

で
き

た
と

こ
ろ

で
す

。
引

き
続

き
都

区
で

連

携
し

た
対

応
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
 

４
 

団
地

建
替

事
業

に
関

す
る

意
見

 
 

(
2
3
)
 

建
替

え
後

の
２

・
３

号
棟

を
は

じ
め

、
中

高
層

の
建

物
周

辺
で

の
風

に
よ

る
歩

行
困

難
や

玄
関

ド
ア

の
開

け
閉

め
に

支
障

を
き

た
す

こ
と

が
あ

り
、

植

栽
や

防
風

壁
な

ど
の

工
夫

を
し

て
ほ

し
い

。
 

 (
2
4
)
 

建
替

え
に

よ
る

空
家

へ
の

入
居

が
な

さ
れ

ず
長

期
間

経
過

し
た

た
め

、
居

住
者

の
年

齢
構

成
に

大
き

な
偏

り
が

で
き

、
自

治
会

活
動

に
も

支
障

を
き

た

し
て

い
る

。
計

画
的

に
若

い
世

帯
の

入
居

が
で

き
る

よ
う

な
手

立
て

を
東

京

都
に

働
き

か
け

て
ほ

し
い

。
 

 (
2
5
)
 

高
齢

者
な

ど
の

地
震

時
等

の
避

難
の

た
め

、
建

替
住

宅
は

あ
ま

り
高

さ
の

あ
る

建
物

に
し

な
い

で
ほ

し
い

。
ま

た
、

火
事

等
の

際
に

避
難

し
づ

ら
い

住

宅
も

作
ら

な
い

で
ほ

し
い

。
 

 

都
営

住
宅

に
関

し
ま

し
て

は
、
東

京
都

が
所

管
と

な
っ

て
お

り
ま

す
の

で
、
東

京

都
に

お
伝

え
し

ま
す

。
 

５
 

そ
の

他
に

関
す

る
意

見
 

 

21



 6
 / 

6 

(
2
6
)
 

こ
の

地
区

に
自

分
の

親
を

住
ま

わ
せ

て
も

大
丈

夫
と

思
え

る
街

に
し

て

ほ
し

い
。

 

 

 
本

地
区

計
画

は
、
都

営
住

宅
の

建
替

え
を

適
切

に
誘

導
す

る
こ

と
に

よ
り

、
良

質

な
住

宅
の

供
給

を
行

う
と

と
も

に
、

地
区

内
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
や

周
辺

環
境

に

配
慮

し
た

秩
序

あ
る

街
並

み
の

形
成

等
を

誘
導

し
、

ゆ
と

り
あ

る
住

環
境

と
豊

か

な
み

ど
り

の
あ

る
街

の
形

成
を

目
指

し
て

お
り

ま
す

。
 

本
地

区
計

画
の

目
標

の
実

現
を

図
り

な
が

ら
、

北
区

政
の

３
つ

の
優

先
課

題
の

ひ
と

つ
で

あ
る
「

長
生

き
す

る
な

ら
北

区
が

一
番

」
の

実
現

に
向

け
て

、
取

り
組

ん

で
ま

い
り

ま
す

。
 

(
2
7
)
 

大
規

模
災

害
時

の
避

難
場

所
、

荒
川

氾
濫

に
伴

う
避

難
者

を
受

け
入

れ
る

地
域

と
し

て
、

北
区

の
支

援
強

化
が

求
め

ら
れ

る
た

め
、

地
域

の
自

治
会

か

ら
の

要
望

の
聴

き
取

り
を

行
い

、
課

題
を

共
有

し
、

連
携

が
進

む
よ

う
に

し

て
ほ

し
い

。
 

 

北
区

で
は

、
東

洋
大

学
や

都
立

桐
ケ

丘
高

校
と

の
間

で
個

別
に

防
災

に
関

す
る

協
定

を
締

結
し

、
具

体
的

な
協

議
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
 

今
後

、
地

域
の

ご
要

望
を

伺
い

な
が

ら
、
学

校
側

と
の

調
整

を
図

り
、
地

域
と

の

連
携

が
進

む
よ

う
取

り
組

み
を

進
め

て
、
「

地
震

・
風

水
害

に
強

い
安

全
・

安
心

な

ま
ち

づ
く

り
に

全
力

」
で

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。
 

(
2
8
)
 

高
齢

者
お

一
人

様
で

も
安

心
し

て
住

み
続

け
ら

れ
る

よ
う

、
居

住
地

域
の

買
い

物
、
医

療
、
介

護
の

連
携

を
含

む
機

能
強

化
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

見
守

り
や

安
否

確
認

の
た

め
、

高
齢

者
安

心
セ

ン
タ

ー
の

土
曜

日
及

び
日

曜

日
の

機
能

強
化

を
考

え
て

ほ
し

い
。

 

高
齢

者
あ

ん
し

ん
セ

ン
タ

ー
の

今
後

の
施

設
運

営
に

つ
い

て
の

ご
意

見
・

ご
要

望
と

し
て

承
り

ま
す

。
 

 

(
2
9
)
 

桐
ケ

丘
郷

小
学

校
の

建
替

え
に

つ
い

て
言

及
が

な
い

。
万

全
の

配
慮

と
と

も
に

保
護

者
へ

の
説

明
を

お
願

い
し

た
い

。
 

 

北
区

で
は

教
育

先
進

都
市
・
北

区
の

実
現

に
向

け
、
教

育
環

境
の

充
実

と
施

設
の

老
朽

化
対

策
を

計
画

的
に

進
め

る
た

め
、
「

北
区

立
小

・
中

学
校

改
築

改
修

計
画

」

を
定

め
、
計

画
的

に
学

校
の

改
築

等
の

施
設

更
新

を
進

め
て

お
り

、
桐

ケ
丘

郷
小

学

校
に

つ
い

て
も

同
計

画
に

基
づ

き
、
適

切
な

時
期

に
対

応
を

図
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
 

(
3
0
)
 

北
区

に
は

美
術

館
が

な
く

、
ア

ー
ト

の
発

表
が

で
き

る
ギ

ャ
ラ

リ
ー

を
作

る
こ

と
、

ア
ー

ト
デ

ザ
イ

ン
的

な
発

想
の

建
築

計
画

を
希

望
す

る
。

 

北
区

の
１

０
か

年
の

総
合

行
政

計
画

で
あ

る
「

北
区

基
本

計
画

２
０

２
０

」
で

は
、

区
立

美
術

館
を

新
た

に
建

設
す

る
計

画
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 

 

22



23

写



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３００号議案「東京都市計画用途地域の変更に

ついて（桐ケ丘一・二丁目地区地区計画関連）」（東

京都決定）に関する資料 
 

 

 

 

 

 

 

（１）諮問文（写）                    ・・・・１ 

（２）概要書                       ・・・・２ 

（３）位置図                       ・・・・３ 

（４）意見照会文（写）                  ・・・・４ 

（５）計画書                       ・・・・５ 

（６）総括図                       ・・・・８ 

（７）計画図                       ・・・・９ 

（８）都市計画の案の理由書                ・・・・10 

 

 

資 料 ２ 





 

 

概要書 

 

東京都市計画用途地域の変更について 

 

１ 都市計画の種類及び名称 

   東京都市計画用途地域 （東京都決定） 

（北区分・桐ケ丘一・二丁目地区地区計画関連） 

 

２ 位  置 

  北区桐ケ丘一丁目及び赤羽台三丁目各地内 

 

３ 決定内容 

  【別紙】「計画書」、「総括図」、「計画図」のとおり 

 

４ 決定理由 

  【別紙】「都市計画の案の理由書」のとおり 

 

５ 意見要旨と見解 

【別紙】「都市計画の案に対する意見書の提出状況について【参考】」のとおり 

６ これまでの経過と今後の予定 

令和４年 ５月２２日 都市計画原案の説明会に代わる動画配信 

 ７月２９日 北区案の申し出 

 ９月 ７日 東京都知事からの意見照会（収受） 

 ９月２１日～ 

１０月 ５日 

都市計画の案の公告・縦覧 

 １０月１７日 北区都市計画審議会 

 １１月１８日 東京都都市計画審議会 

 １２月１９日 都市計画の決定告示 
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東
京

都
市

計
画

用
途

地
域

の
変

更
（

東
京

都
決

定
）

 

 都
市
計

画
用

途
地

域
を

次
の

よ
う

に
変

更
す

る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

北
区

分
）

 

種
 
類
 

面
 
積
 

容
積
率
 

建
蔽
率
 

外
壁

の
後

退
距

離
の

限
度
 

建
築
物

の
敷
地

面
積
の

最
低
限

度
 

建
築

物
の

高
さ

の
限

度
 

備
 
考
 

 

第
一

種
 

低
層

住
居
 

専
用

地
域
 

小
 
計
 

約
 
  

ha
 

―
 

以
下
 

―
 

以
下
 

―
  

ｍ
 

―
  

㎡
 

―
 

 

ｍ
 

―
 

約
  

％
 

―
 

 

 

 

第
二

種
 

低
層

住
居
 

専
用

地
域
 

小
 
計
 

約
 
  

ha
 

 
2
1.
6 

  

 
2
1.
6 

以
下
 

1
5
/1
0 

以
下
 

6
/
1
0 

ｍ
 

―
 

㎡
 

―
 

ｍ
 

1
2 

約
 

 
％
 

1
.
2   

1
.
2 

 

 

 

第
一

種
 

中
高

層
住

居
 

専
用

地
域
 

小
 
計
 

約
 
 
 h
a
 

2
8
3.
8 

2
0
1.
9 

 
1
2.
8 

4
9
8.
5 

以
下
 

1
5
/1
0 

2
0
/1
0 

3
0
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。
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都市計画の案の理由書  
 
１  種 類 ・ 名 称  

  東 京 都 市 計 画 用 途 地 域 （ 北 区 分 ）  

  （ 桐 ケ 丘 一 ・ 二 丁 目 地 区 地 区 計 画 関 連 ）  

 

２  理  由  

  本 地 区 は 、 Ｊ Ｒ 赤 羽 駅 の 西 約 ７ ０ ０ m に 位 置 す る 一 団 地 の 住

宅 施 設 と し て 、昭 和 ２ ９ 年 か ら 整 備 さ れ た 大 規 模 な 都 営 住 宅 団

地 や 都 市 計 画 公 園 な ど か ら な る 住 宅 市 街 地 で あ る 。都 営 住 宅 の

建 替 え に 伴 い 、 平 成 ２ ４ 年 に は 、 一 団 地 の 住 宅 施 設 を 廃 止 し 、

桐 ケ 丘 一 ・ 二 丁 目 地 区 地 区 計 画 を 決 定 し た 。  

「 都 市 計 画 区 域 マ ス タ ー プ ラ ン 〈 サ ス テ ナ ブ ル ･リ カ バ リ －  

東 京 の 新 し い 都 市 づ く り 〉」 及 び 「『 未 来 の 東 京 』 戦 略 」 に お い

て 、 大 規 模 団 地 の 建 替 え 等 に よ り 創 出 し た 用 地 に つ い て は 、 生

活 支 援 機 能 や 住 民 の 交 流 の 場 な ど が 整 っ た 誰 も が 暮 ら し や す い

生 活 の 中 心 地 の 形 成 な ど 、 地 域 特 性 に 応 じ た ま ち づ く り に 活 用

す る こ と と し て い る 。ま た 、「 北 区 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 2020」

の 土 地 利 用 の 基 本 方 針 で は 、本 地 区 を 含 む 桐 ケ 丘 地 区 に つ い て 、

大 規 模 住 宅 団 地 の 更 新 に よ る 良 好 な 住 宅 ス ト ッ ク の 活 用 ・ 再 生

を 促 進 す る と と も に 、 生 活 利 便 施 設 や 公 共 サ ー ビ ス の 集 積 を 図

る こ と で 地 区 連 携 拠 点 の 形 成 を 図 る こ と と さ れ て い る 。  

こ の た び 、 都 営 住 宅 の 建 替 え を 適 切 に 誘 導 す る こ と に よ り 、

良 好 な 住 宅 市 街 地 の 形 成 や 地 区 連 携 拠 点 に ふ さ わ し い 土 地 利 用

の 誘 導 を 図 る と と も に 、 ネ ッ ト ワ ー ク や オ ー プ ン ス ペ ー ス の 充

実 に よ り 、 地 区 の 防 災 性 を 更 に 高 め つ つ 、 ゆ と り あ る 住 環 境 と

豊 か な み ど り の あ る ま ち を 形 成 す る た め 、 桐 ケ 丘 一 ・ 二 丁 目 地

区 地 区 計 画 の 変 更 を 行 う こ と と な っ た 。  

こ の よ う な 背 景 を 踏 ま え 、 土 地 利 用 上 の 観 点 か ら 検 討 し た 結

果 、 面 積 約 ３ ． ５ ヘ ク タ ー ル の 区 域 に つ い て 、 用 途 地 域 を 変 更

す る 。  
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都 市 計 画 審 議 会 補 足 資 料 

まちづくり部まちづくり推進課 

令 和 ４ 年 １ ０ 月 １ ７ 日 

 

桐ケ丘一・二丁目地区 地区計画等の変更について 

 

１．要  旨 

区では、東京都による都営桐ケ丘団地の建替え事業に合わせ、地区内

外のまちづくりを推進するため、平成２４年（２０１２年）１２月に、

地区計画を都市計画決定するなどして住環境等の整備を誘導してきた。 

東京都は昨年３月に「都営桐ケ丘団地（第５期・第６期）建替計画」

をまとめ、今後の住宅団地の整備とともに、地区内に創出された用地（以

下、創出用地）の利活用やそれに合わせた地区内施設の整備の考え方を

まとめた。 

今般、創出用地の利活用により、区が計画する（仮称）桐ケ丘区民セ

ンターをはじめ、東京都が計画する商業・医療・福祉などの生活利便機

能の集積を図ることにより、北区都市計画マスタープラン２０２０に位

置づけられた「地区連携拠点」に相応しい土地利用等を誘導し、一層魅

力あるまちづくりを進めるため、地区計画等の変更を行うものである。 

 

２．都営桐ケ丘団地（第５期・第６期）建替計画の主な内容 

  （※地区計画変更に直接的に関連するもの） 

項 目         概  要 

創出用地Ａ 

（地区計画上の呼称

は複合地区Ｂ地区） 

〇民間活力の導入も視野に入れつつ、区民セン

ターや商業・医療・福祉などの生活利便機能

を集積することで、周辺地域も含め、多様な

人 々 の 交 流 や 賑 わ い の あ る 誰 も が 暮 ら し や

すい「生活の中心地」の形成を図る。 

創出用地Ｂ 

（地区計画上の呼称

は複合地区Ｃ地区） 

〇区と連携を図りつつ、福祉施設などの公共公

益施設等の導入により、誰もが地域で安心し

て暮らせる環境の形成を図る。 

その他 〇 都 市 計 画 公 園 や 地 区 計 画 に お い て 定 め る 広

場、主要生活道路に加え、「区画道路」など

の公共公益施設等を整備する。 

 

（※参考）創出用地Ａで東京都により計画される事業実施事例 

  生活の中心地の形成を目的とした民間活用事業（別添参照） 
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     〇八王子市長房地区まちづくりプロジェクト 

     〇東大和市東京街道団地地区まちづくりプロジェクト 

 

３．変更等する都市計画（２議案） 

都市計画 変更理由等 

地区計画 

（区決定） 

〇前記１、 ２を踏 まえ「地区 計画の 目標」、「土 地利用 の

方針」等の見直し 

〇新たに位 置づけ る地区施設 （道路）、「地区施設 整備 計

画」の見直し 

〇用途地 域の 変更 （下記） に伴 う「 建築物等 の用 途の 制

限」の見直し など 

※変更箇所は「新旧対照表」を参照。 

 

用途地域 

（都決定） 

〇都市計 画マ スタ ープラン ２０ ２０ で「地区 連携 拠点 」

に位置 付け た桐 ケ 丘地区 に不 足す る 生活利 便機 能の誘

致等を目 的に、「複 合地区Ｂ 地区 （創 出用地Ａ ）」を 対

象とした用途地域の見直し 

 ・用途地域の変更 

   【変更前】 

     第一種中高層住居専用地域 

     第二種中高層住居専用地域 

   【変更後】 

     第二種住居地域（商業系の店舗等が 

10,000 ㎡以下の範囲で、建築可能になる） 

 

 

４．今後の予定 

   令和４年１２月  都市計画決定の告示 

   令和４年度末以降 東京都による事業実施方針の公表 

 

※今回の地区計画等の変更は、上記の土地利用を円滑に進め、周辺地区

のまちづくりの課題を解決するための事業環境を調える側面を有し

ている。 



施設整備のイメージ（参考事例）

■八王子市長房地区まちづくりプロジェクト（令和3年4月しゅん工）

事業用地（約3.1ha）
都営長房団地
（約3,600戸）

西八王子駅

約1.5km

事業用地案内図

複合施設外観

商業施設

交流スペース

1

（※参考）創出用地Ａで東京都により計画される事業実施事例
  



施設整備のイメージ（参考事例）

■東大和市東京街道団地地区まちづくりプロジェクト（令和４年度工事着手予定）

完成予想図（鳥観図）

交流スペース

施設外観図

事業用地案内図

事業用地（約1.3ha）

東京街道団地

2



都営桐ケ丘団地
見学ルート地図

創出用地
Ｂ地区

創出用地
A地区

徒歩見学ルート 始 終

車窓見学ルート 始 終



桐ケ丘一・二丁目地区計画 変更箇所

地区内通路17号 線形変更

複合地区Ｃ地区 新設

区画道路１号 新設

歩道状空地 新設

・壁面の位置の制限
・壁面後退区域における工

作物の設置の制限 新設



（補足資料）地区計画新旧対照表

摘要

　
上
位
計
画
の
更
新
の
た
め

（凡例）「青文字」・・・変更箇所（言回し等軽微な点は除く）

　　　　「赤文字」・・・追加箇所

北区桐ケ丘一丁目、桐ケ丘二丁目、赤羽北三丁目、赤羽台三丁目及び赤羽台四丁目各地内

桐ケ丘一・二丁目地区地区計画

新旧

　本地区は JR 赤羽駅の西約700mに位置する一団
地の住宅施設として整備された大規模団地や都市計画
公園などからなる住宅市街地であり、地区内の都営住
宅は建替えが進められている。
　「北区都市計画マスタープラン2020」では、本地
区について、大規模住宅団地の更新による良好な住宅
ストックの活用・再生を促進するとともに、生活利便
施設や公共サービスの集積を図ることで地区連携拠点
の形成を図ることとしている。また、避難場所となっ
ている本地区においては、公園・広場などのオープン
スペースや円滑な避難ルートを計画的に確保し、防災
性をさらに高めることが必要である。
（以下略）

　本地区は JR 赤羽駅の西約700mに位置する一団
地の住宅施設として整備された大規模団地や都市計画
公園などからなる住宅市街地であり、地区内の都営住
宅は建替えが進められている。
　「北区都市マスタープラン2010」では、本地区に
ついて、大規模住宅団地の計画的な建替えを進めるこ
ととし、建替えにあたっては団地内と周辺の環境に配
虐しつつ、土地の有効利用と高度利用を進めるととも
に、生活利便施設の立地を誘導し適正に配置すること
としている。また、避難場所となっている本地区にお
いては、公園・広場などのオープンスペースや円滑な
避難ルートを計画的に確保し、防災性をさらに高める
ことが必要である。
（以下略）

名　称

位　置

事　項

地区計画の目標

区
域
に
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針

土
地
利
用
の
方
針

１．複合地区
　幹線道路に面する立地条件を踏まえ、商業、医療、
福祉などの生活利便施設、居住施設など、多様な用途
が複合し、あわせて敷地内にみどり豊かなオープンス
ペースを確保することにより、地域の生活の中心地と
なる生活拠点の形成を図る。

２．中高層住宅地区
　都営住宅の建替え等を適切に誘導し、良好な住環境
の形成、保全を図るとともに、周辺市街地や都市計画
公園と調和のとれた秩序ある街並みの形成を図る。ま
た、地区内の住民の憩いの場として広場の整備を図る
とともに、住民生活を支える教育、保育施設等を適切
に配置する。

３．公園地区
　うるおいある豊かなみどりの連続性を確保するとと
もに、災害時の避難場所としての機能の向上を図る。

１．複合地区
　複合地区の各地区においては、幹線道路に面する立
地条件を踏まえ、商業、医療、福祉などの生活利便施
設、居住施設など、多様な用途が複合し、あわせて敷
地内にみどり豊かなオープンスペースを確保すること
により、地域の生活を支える地区連携拠点の形成を図
る。
　複合地区（B地区）については、建替事業により創
出された大規模な用地を活用し、区民センターなどの
公共サービスや商業、医療、福祉などの生活利便機能
の集積を促進することで、隣接するUR赤羽台団地の
居住者や周辺地域の居住者も含め、地区周辺の「生活
拠点」の形成を図る。あわせて、高齢化の進展など人
口構成の不均衡等により懸念される地域コミュニティ
を活性化し、賑わいを再興するため、区民センターや
生活利便施設等の整備にあわせ、みどりやオープンス
ペースの創出を図りつつ、地域住民や来街者の憩いや
交流の場となる広場空間や歩行者空間の整備を促すこ
とで、地域の活動拠点やにぎわい空間の形成を図る。
　複合地区（C地区）については、福祉施設などの公
共公益施設の導入により、誰もが地域で安心して暮ら
せる環境の形成を図る。

２．中高層住宅地区
　都営住宅の建替え等を適切に誘導し、良好な住環境
の形成、保全を図るとともに、周辺市街地や都市計画
公園と調和のとれた秩序ある街並みの形成を図る。ま
た、地区内の住民の憩いの場として広場の整備を図る
とともに、住民生活を支える教育、保育施設等を適切
に配置する。

３．公園地区
　桐ケ丘中央公園の整備により、うるおいある豊かな
みどりの連続性を確保するとともに、災害時の避難場
所としての機能の向上を図る。

地
区
区
分
の
変
更
の
た
め

1



摘要

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針

区
画
道
路
を
新
設
す
る
た
め

種類 名称 幅員 延長 面積 備考 名称 幅員 延長 面積 備考

道
路

ー ー ー ー ー
区画道路
１号

６ｍ
約３００
ｍ

ー 新設
基盤整備
（新設）の
ため

地区内
通路2号

６ｍ
約３５０

ｍ
ー 一部拡幅

地区内
通路２号

６ｍ
約２４０
ｍ

ー 一部拡幅
区画道路
１号に一
部変更

地区内
通路３号

６ｍ
約１８０

ｍ
ー 新設 ー ー ー ー ー

区画道路
１号に変
更

ー ー ー ー ー
歩道状空
地12号

２.５ｍ
約１１０
ｍ

ー 新設

ー ー ー ー ー
歩道状空
地13号

２.５ｍ
約１７５
ｍ

ー 新設

ー ー ー ー ー
歩道状空
地14号

２.５ｍ
約１００
ｍ

ー 新設

新旧事　項

地
区
施
設
の
整
備
の
方
針

１．幹線道路に接続し、日常生活の主軸となる道路と
して、また、災害時の避難や支援の際のネットワーク
を担う道路として、主要生活道路の整備を図る。

２．主要生活道路を補完し、生活利便性、防災性を確
保するため、地区内通路の整備を図る。

３．歩行者の安全性を確保するため、地区内通路に
沿って歩道状空地の整備を図る。

４．歩行者の利便性を確保するため、歩行者通路の整
備を図る。

５．都市計画公園との一体性や連続性に配慮しつつ、
地区内住民の憩いの場となる広場の整備を図る。

１．幹線道路に接続し、日常生活の主軸となる道路と
して、また、交通の円滑化や災害時の避難、支援の際
のネットワークを担う道路として、主要生活道路及び
区画道路の整備を図る｡

２．主要生活道路を補完し、生活利便性、防災性を確
保するため、地区内通路の整備を図る。

３．歩行者の安全性及び快適性を確保するため、区画
道路及び地区内通路に沿って歩道状空地の整備を図
る。

４．歩行者の利便性を確保するため、歩行者通路の整
備を図る。

５．都市計画公園との一体性や連続性に配慮しつつ、
地区内住民の憩いの場となる広場の整備を図る。

地
区
整
備
計
画

地
区
施
設
の
配
置
及
び
規
模

そ
の
他
の
公
共
空
地

歩行者等
の安全性
確保のた

め

2



摘要

A地区 B地区 C地区 D地区 A地区 B地区 C地区 A地区 B地区

面積 （略） （略） （略）
約

16.4ha
（略） （略） 約2.7ha （略）

約
13.7ha

複合地区C
地区を新設
したため

ー ー ー ー

用
途
変
更
を
行
う
た
め

（計画図関連）

計画図１ 『福祉施設などの公共公益施設の導入により、誰もが地域で安心し暮らせる環境の形成を図る』ために

複合地区C地区を新たに新設しました。

計画図２ 区画道路１号 複合地区B地区の今後の利活用を見越して、周辺の生活環境の向上と歩行者の

安全性の確保のため、「地区内通路」を「区画道路」に改めます。

歩道状空地１２号 創出用地の活用に伴い、安全な歩行者空間に拡充のため、道路に沿って歩道状空地

～１４号 を新たに設置します。

地区内通路１７号 団地の建替計画に合わせ、地区内交通の利便性を向上させるため、複合地区C地区

の新設に伴い、通路の線形を変更します。

計画図３ 複合地区B地区の利活用を見越して設置する歩道状空地と合わせて、周辺への圧迫間などを軽減するため

幅2.5ｍの壁面の位置の制限と、壁面後退区域における工作物の設置の制限を追加しました。

建
築
物
等
の
用
途
の
制
限

ー

新旧事項

地
区
の

区
分

名称

複合地区 中高層住宅地区 複合地区 中高層住宅地区 通し表記
だった名称
を区分ごと

に表記

次の各号に掲げるものは建築してはなら

ない。また、用途を変更する場合におい

てはこれを準用する。

１．建築基準法（昭和25年法律第201

号。以下「法」という。）別表第二

（ほ）項第２号に規定するマージャン屋、

ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所、

場外車券売場その他これらに類するもの

２．法別表第二（に）項第５号に規定す

る自動車教習所

３．法別表第二（に）項第６号に規定す

る畜舎

４．危険物の貯蔵又は処理に供するもの

で床面積の合計が1,500㎡を超えるもの

又は３階以上の部分にあるもの（建築物

に附属するものを除く）

3



 

　

北区桐ケ丘一丁目、桐ケ丘二丁目、赤羽北三丁目、赤羽台三丁目及び赤羽台四丁目各地内

桐ケ丘一・二丁目地区地区計画

新旧

　　　　　　歩道状空地12号・13号・14号を新設

変更点

変更点

名　称

位　置

事　項

計画図１

計画図２

　　　　　　　　　　複合地区C地区を新設

　　　　　　　　区画道路を新設

　　地区内通路１７号の線形変更

4



　
　　　　　　　　壁面の位置の制限（壁面制限４号）
　　　　　　　　壁面後退区域における工作物の設置の制限

新旧事　項

計画図３

変更点

5
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都市計画の案に対する意見書の要旨と見解 

 

東京都市計画地区計画 桐ケ丘一・二丁目地区地区計画の変更に係る都市計画の案を、都市計画法（以下「法」という。）第２１条第２項におい

て準用する法１７条第１項の規定に基づき、令和４年９月２１日から１０月５日までの２週間公衆の縦覧に供したところ、法第２１条第２項にお

いて準用する法１７条第２項の規定により、同期間中に２通（２名）の意見書の提出があった。その意見書の要旨及び北区の見解は次のとおりであ

る。 

 

都市計画の種類及び名称 

東京都市計画地区計画 桐ケ丘一・二丁目地区地区計画 

 

意 見 書 の 要 旨 北 区 の 見 解 

Ⅰ 賛成意見に関するもの  （なし）  

Ⅱ 反対意見に関するもの  （なし）  

Ⅲ その他の意見  ２通（２名）  

１ 都市計画・複合地区（Ｂ地区）に関する意見  

（１） 都市計画の変更により、大きな利便施設が桐ケ丘一丁目に建設

予定と聞いているが、高齢者の多い地域であるため身近なところ

で利用できる店、医療施設が必要である。施設の整備方針を見直

してほしい。 

 

（２） 桐ケ丘一丁目二丁目地区の高齢化率の高さを見ると、現在の計

画では商業施設、医療施設などの整備がまだまだ不十分であると

感じている。「買い物弱者」と呼ばれる方にとっても、買い物が

しやすく、医療が受けやすい環境が必要であり、桐ケ丘地域にお

住まいの全ての方を、誰一人として取り残さない形の計画を求め

る。 

 

「北区都市計画マスタープラン２０２０」では、赤羽台・桐ケ丘を地

区連携拠点として位置付け、地域の生活利便機能や公共サービスの集

積を促進しつつ、地域間移動のための交通結節機能の強化を進め、持続

可能な生活圏の形成を図ることとしております。 

複合地区（Ｂ地区）では、建替事業により創出された大規模な用地を

活用し、区民センターなどの公共サービスや商業、医療、福祉などの生

活利便機能の集積を促進することで、団地のみならず赤羽台・桐ケ丘地

区周辺の生活拠点の形成を図ります。 

生活拠点を形成する上で、民間活用事業の実施を検討している東京

都に対し、高齢者等の買物困難者への配慮を求めてまいります。 

（３） 地域の高齢化とコロナ禍も相まって、地域のコミュニケーショ

ンが希薄になっている。今回の計画でもコミュニティ施設の拡充

複合地区（Ｂ地区）では、本地区周辺の生活拠点の形成を図るととも

に、地域コミュニティを活性化し賑わいを再興するため、地域の活動拠

机上配布資料
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について言及されているが、地域全体でみるとまだまだ不十分で

ある。多くの方が気軽に利用できるコミュニティ施設がさらに拡

充されることを期待する。 

 

点やにぎわい空間の形成を図ることとしています。 

区民センターはそれらの機能を果たす施設の一つとして、区の役割

の中で整備を図る施設であり、具体的な施設の内容については、既存の

区民センターや周辺の公共施設の状況等を考慮し、今後検討を行って

まいります。 

 

２ 道路に関する意見  

（４） 主要生活道路２号が諏訪通りと接続する箇所は、カーブミラー

と横断歩道のみで信号が設置されておらず、路線バスが運行す

る。主要生活道路１号からの交通量が増えて十分な交通安全対策

が求められるため、地元住民への説明と意見を聴き、計画に反映

してほしい。 

 

 いただいたご意見は今回の計画変更部分に関するものではありませ

んが、ご指摘の箇所の具体的な交通安全対策につきましては、今後、道

路の詳細を検討していく中で、主要生活道路１号及び２号の整備によ

る影響を見極めながら、警察などの関係機関と十分協議するとともに、

適宜、地域の方々に情報提供するよう努めてまいります。 

 

３ 公園に関する意見  

（５） 桐ケ丘中央公園樹木の保全のため、道路新設による伐採はやめ

てほしい。樹木はできるだけ保存を求めるとともに、環境対策と

して、森のような公園を残すために計画の見直しを求める。 

（６） 都営住宅の建替えや道路の新設の計画により、多くの樹木が伐

採されており、今後も多くの樹木が伐採され緑が少なくなってし

まうのではと懸念している。極力樹木を残してほしい。 

いただいたご意見は今回の計画変更部分に関するものではありませ

んが、桐ケ丘団地周辺は広域的な避難場所であり、主要生活道路１号の

整備により災害時の避難や救援の際のネットワークを確保することは

極めて大切と考えております。道路整備の際には既存樹木の一部が伐

採を余儀なくされますが、区としましては、できる限り樹木の保存に努

めながら、新たに整備する桐ケ丘中央公園において緑の創出に取り組

んでまいるとともに、緑の質的環境についても今後検討してまいりま

す。 

なお、都営住宅の建替えに伴う樹木の保全等については、東京都が所

管となっておりますので、東京都にお伝えします。 

 

４ 団地建替事業に関する意見  

（７） 都営住宅の崖下に住む方々は、長年にわたり日影や電波障害の

影響を受けている為、桐ケ丘二丁目・旧Ｎ１４号棟跡地の住宅建

設計画を見直してほしい。 

 

都営住宅に関しましては、東京都が所管となっておりますので、東京

都にお伝えします。 
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５ その他に関する意見  

（８） 大規模災害時の避難場所、荒川氾濫に伴う避難者を受け入れる

地域として、北区の支援強化が求められるため、地域の自治会か

らの要望の聴き取りを行い、課題を共有し、連携が進むようにし

てほしい。 

 

本地区が避難場所に指定されていることに十分配慮し、地域のご要

望を伺いながら、地域との連携が進むよう取り組みを進めて、「地震・

風水害に強い安全・安心なまちづくりに全力」で取り組んでまいりま

す。 

なお、北区は東洋大学や都立桐ケ丘高校との間で個別に防災に関す

る協定を締結するなど、周辺の防災関係機関と具体的な協議を行って

いるところです。 

 

 


